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特
別
寄
稿

美
濃
国
大
垣
藩
藩
校
の
蔵
書

~
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
旧
藩
引
送
書
類
」
を
手
掛
か
り
に
-

福
井
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
　
脆
吹
　
　
覚

1
　
大
垣
藩
藩
校

美
濃
国
大
垣
藩
は
大
垣
(
現
在
の
岐
阜
県
大
垣
市
)
に
藩
庁
を
置
い
た
藩
で
あ
る
。

そ
の
初
代
藩
主
は
石
川
康
通
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
に
戸
田
氏

鉄
が
襲
封
し
て
か
ら
は
明
治
ま
で
戸
田
氏
十
一
代
に
渡
っ
て
十
万
石
を
領
し
た
。

天
保
十
一
年
(
一
八
三
七
)
、
藩
主
戸
田
氏
席
は
学
問
所
を
創
設
す
る
。
学
問
所

は
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四
)
に
は
致
道
館
、
次
い
で
敬
教
堂
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)

に
は
学
館
と
改
称
さ
れ
た
。

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

四
十
四
年
刊
)
に
拠
る
と
、
大
垣
藩
藩
校
は
朱
子
学
を
採
用
し
た
が
、
第
四
代
藩
主

氏
定
が
荻
生
租
彿
門
下
の
安
藤
圭
洲
を
招
鴫
し
て
か
ら
、
同
門
下
の
守
屋
蛾
眉
、
福

田
太
室
な
ど
が
相
次
い
で
儒
員
と
し
て
招
か
れ
、
藩
内
に
租
彿
学
が
興
隆
し
た
。
そ

の
た
め
に
大
垣
藩
で
は
朱
子
学
も
純
然
た
る
朱
子
学
と
は
成
り
得
ず
、
折
衷
学
の
学

風
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
垣
藩
で
は
詩
文
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
垣
藩
重
臣
で
学
館
の
総
督
で
も
あ
っ
た
小
原
鉄
心
や
、
美
濃
国

安
八
郡
曽
根
村
出
身
で
、
江
戸
や
京
で
活
躍
し
た
梁
川
星
巌
な
ど
が
そ
の
代
表
的
存

在
で
あ
る
。
星
巌
は
藩
校
教
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
曽
根
村
に
白
鴎
社
を
創
設
し
、

美
濃
の
詩
壇
の
隆
盛
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
る
。

明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
十
二
月
、
学
館
は
文
学
校
と
改
め
ら
れ
、
同
四
年

(
一
八
七
一
)
一
月
、
文
学
校
は
洋
学
・
医
学
・
算
術
を
学
ぶ
北
校
と
、
国
学
・
漢

学
を
学
ぶ
高
校
と
に
分
立
。
そ
の
後
、
同
年
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
藩
校
も
閉
校

と
な
る
。
文
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
に
つ
い
て
、
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』

は
、
経
学
で
は
四
書
五
経
を
は
じ
め
『
十
三
経
』
、
史
学
(
東
洋
史
学
)
は
『
春
秋

左
氏
伝
』
『
国
語
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
を
は
じ
め
『
資
治
通
鑑
』
『
通
鑑
綱
目
』
『
綱

鑑
易
知
録
』
『
通
典
』
『
二
十
一
史
』
の
類
、
文
章
(
漢
文
)
は
『
文
章
規
範
』
『
八

大
家
文
読
本
』
『
文
体
明
弁
』
の
類
、
和
歴
史
(
日
本
史
)
は
『
大
日
本
史
』
『
日
本

外
史
』
『
古
事
記
』
『
旧
事
記
』
『
類
衆
国
史
』
『
日
本
書
紀
』
の
類
で
あ
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
藩
校
の
教
科
書
と
し
て
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。2

　
大
垣
藩
藩
校
の
蔵
書
目
録
と
同
旧
蔵
本
目
録

藩
校
の
蔵
書
の
実
態
を
知
る
に
は
、
㈲
藩
校
が
そ
の
文
庫
の
管
理
運
営
の
た
め
に

作
成
し
た
蔵
書
目
録
、
㈲
現
在
、
藩
校
旧
蔵
本
を
保
管
し
て
い
る
機
関
(
学
校
・
図

書
館
等
)
が
作
成
し
た
藩
校
旧
蔵
本
目
録
、
の
二
種
の
目
録
を
資
料
(
研
究
対
象
)

と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
蔵
書
目
録
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
藩
校
の

蔵
書
の
様
子
は
凡
そ
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

大
垣
藩
藩
校
の
用
に
該
当
す
る
蔵
書
目
録
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
㈲
に
つ
い
て
は
、
大
垣
藩
藩
校
旧
蔵
本
が
岐
阜
大
学
附
属
図
書
館
と
大
垣
市

立
図
書
館
と
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

岐
阜
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
大
垣
藩
藩
校
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
梶
山
雅
史
「
一

冊
の
古
書
「
目
録
」
か
ら
」
　
(
岐
阜
大
学
図
書
館
報
『
寸
銅
』
創
刊
号
、
一
九
九
〇

年
六
月
刊
)
　
の
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
梶
山
氏
は
岐
阜
大
学
教
育
学
部
の

前
身
で
あ
る
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
の
蔵
書
目
録
、
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍

館
書
籍
目
録
及
規
則
』
(
和
紙
刷
、
四
十
七
丁
、
明
治
十
六
年
刊
)
を
古
書
店
か
ら
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購
入
し
、
そ
の
内
容
を
若
干
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館

書
籍
目
録
及
規
則
』
に
は
、
「
漢
籍
之
部
七
十
五
部
、
国
書
之
部
百
九
十
一
部
、
百

科
全
書
六
十
一
部
、
算
術
書
六
十
八
部
、
翻
訳
書
之
部
百
六
十
三
部
、
洋
書
之
部

二
百
十
部
、
計
七
百
六
十
八
部
の
書
名
、
冊
数
、
著
訳
者
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
」
　
お
り
、

「
藩
校
の
文
庫
か
ら
受
け
継
い
だ
和
漢
書
や
洋
書
、
文
明
開
化
期
の
種
々
の
啓
蒙
書
、

教
育
書
、
辞
書
類
、
さ
ら
に
数
学
、
化
学
、
物
理
、
生
物
、
農
学
、
薬
学
、
生
理
学
等
々
、

新
時
代
の
科
学
技
術
分
野
の
専
門
書
、
参
考
書
が
名
を
連
ね
て
い
た
」
　
と
い
う
。
そ

し
て
、
「
こ
の
『
書
籍
目
録
』
に
記
さ
れ
た
書
物
が
ど
の
程
度
本
館
に
現
存
す
る
か
、

そ
の
照
合
作
業
を
と
り
急
ぎ
組
織
的
に
進
め
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
は
大
垣
藩
藩

校
旧
蔵
本
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
は
梶
山
氏
が
私
費
で
購
入

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
岐
阜
大
学
附
属
図
書
館
O
P
A
O
で
は
検
出
さ
れ
ず
、
ま

た
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
検
索
で
も
こ
の
書
籍
目
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
の
所
在
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
私
に
は
不
明
な
の
で
あ
る
。
岐
阜
大
学
関
係
者
を
は
じ
め
、
『
岐

阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
が

お
ら
れ
た
ら
ご
教
示
賜
り
た
い
。
ま
た
、
梶
山
氏
が
期
待
さ
れ
た
岐
阜
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
古
典
籍
と
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
と
の
照

合
作
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
進
展
を
見
せ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ

ち
ら
も
併
せ
て
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

次
に
、
大
垣
市
立
図
書
館
所
蔵
の
大
垣
藩
藩
校
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
大
垣
市
立

図
書
館
編
『
大
垣
市
立
図
書
館
漢
籍
目
録
』
　
(
昭
和
四
十
六
年
刊
)
　
と
し
て
公
刊
さ

れ
て
い
る
用
。
そ
の
序
文
(
廣
瀬
重
義
氏
執
筆
)
に
拠
る
と
、
本
目
録
に
は
大
垣
市

立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
藩
主
戸
田
家
旧
蔵
漢
籍
、
藩
校
旧
蔵
漢
籍
、
明
治
以
降
に
篤

志
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
漢
籍
、
の
三
種
類
が
混
在
し
た
か
た
ち
で
記
載
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
披
文
(
杉
浦
豊
治
氏
執
筆
)
　
に
拠
る
と
、
本
目
録
掲
載
の

典
籍
の
中
、
藩
校
の
蔵
書
印
「
敬
教
堂
蔵
書
」
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
『
十
三

経
注
疏
』
一
点
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
似
。
『
十
三
経
注
疏
』
は
『
日
本
教
育
史
資
料
』

が
大
垣
藩
藩
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
。
藩
校

の
蔵
書
印
は
、
藩
校
旧
蔵
本
に
必
ず
し
も
押
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
『
大

垣
市
立
図
書
館
漢
籍
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
書
名
か
ら
大
垣
藩
藩
校
の
蔵
書
(
漢
籍
)

の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
大
垣
藩
藩
校

の
蔵
書
印
に
は
「
敬
教
堂
/
蔵
書
」
　
(
方
形
朱
印
)
、
「
大
垣
文
庫
(
同
上
)
　
が
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
垣
藩
に
お
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た
㈲
㈲
の
二

種
の
蔵
書
目
録
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
も
に
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
る
。
大
垣
藩

藩
校
の
蔵
書
に
つ
い
て
『
日
本
教
育
史
資
料
』
が
「
蔵
書
部
数
詳
ナ
ラ
ズ
」
と
記
し
、

ま
た
朝
倉
治
彦
氏
も
「
藩
校
の
蔵
書
」
　
(
『
書
庫
縦
横
』
収
録
、
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
)

で
大
垣
藩
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
も
尤
も
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
で
は
本
当
に
も
う
打
つ
手
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
否
そ
う
で
は
な
い
。

3
　
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
旧
藩
引
送
書
類
」

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
　
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
(
行
政
文
書
㌣
諾
i

岩
㌣
H
~
①
)
　
と
題
す
る
六
点
の
文
書
が
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
六
点

の
文
書
名
(
外
題
)
　
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
『
岐
阜

県
立
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
』
第
四
集
(
昭
和
四
十
年
刊
)
　
に
記
載
さ
れ
た
資
料
番

号
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
名
　
(
外
題
)
　
と
『
岐
阜
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
』
第

四
集
記
載
の
資
料
名
と
が
異
な
る
場
合
は
、
↓
の
下
に
『
岐
阜
県
立
図
書
館
郷
土
資

料
目
録
』
記
載
の
文
書
名
を
記
し
た
。
(
以
下
、
同
様
)

①
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
〔
文
部
省
宛
文
書
・
旧
藩
引
送
書
類
目
録
各
一

遇
〕
　
(
㌣
浅
山
e
㌣
十
)
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②
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
〔
蔵
書
上
納
綴
込
の
本
冊
〕
　
?
∽
∞
i
さ
叩
N
)

③
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
香
浅
山
e
㌣
∽
)

④
元
大
垣
県
書
籍
値
段
見
積
書
↓
書
籍
値
段
見
積
書
?
∽
∞
i
ぎ
午
も

⑤
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
?
∽
∞
山
霊
よ
)

⑥
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
(
∽
i
浅
i
さ
宰
e

右
の
六
点
の
資
料
は
す
べ
て
、
そ
の
表
紙
左
上
に
朱
書
き
で
漢
数
字
が
付
さ
れ
て

あ
り
、
資
料
番
号
順
に
重
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
小
口
書
き
(
地
)
に
不
揃
い
で
あ
る

が
、
「
旧
藩
引
送
書
類
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
改
め
て
①
「
元
県
々
学
校
蔵

書
上
納
綴
込
」
を
見
る
と
、
そ
の
第
三
丁
に
「
旧
藩
引
送
書
類
」
と
題
し
、
左
記
の

目
録
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
書
類
名
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
丸
付
き
の
番
号
は
、

前
掲
の
二
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
の
番
号
で
あ
る
。

旧
藩
引
送
書
類

目
録
一
、
文
部
省
へ
差
出
ノ
書
籍
綴
目
拍
↓
書
籍
総
目
拍
手
巷
i
∞
∽
)

二
、
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
?
浅
山
〇
㌢
〇
・
N
)
①
②

三
、
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
香
∽
∞
山
霊
i
∽
)
③

四
、
英
仏
井
雑
書
目
録
↓
大
垣
洋
学
校
英
仏
非
難
書
目
録
?
き
-
∞
〇

五
、
元
岩
邑
県
支
那
学
校
書
籍
取
調
書
?
宝
-
宝
)

六
、
元
今
尾
県
学
校
書
籍
拝
借
人
員
等
取
調
書
今
金
-
∽
∽
)

七
、
学
校
蔵
籍
目
録
(
㌣
宰
i
ご
)

八
、
旧
学
校
蔵
書
御
届
　
元
郡
上
県
令
恵
i
十
〇
の
)

九
、
元
大
垣
県
書
籍
値
段
見
積
書
↓
書
籍
値
段
見
積
書
(
霧
∞
I
ト
霊
i
も
④

十
、
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
(
‡
∞
-
十
手
蜘
)
⑤

十
一
、
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
(
塞
∞
十
〇
害
)
⑥

十
二
、
元
諸
藩
学
校
諸
費
調
書
(
所
在
未
確
認
、
調
査
中
)

十
三
、
元
今
尾
県
学
校
書
籍
目
録
千
金
i
違

十
四
、
元
加
納
県
佐
太
出
張
所
蔵
書
目
録
千
島
-
∞
十
)

こ
の
目
録
に
よ
る
と
、
「
旧
藩
引
送
書
類
」
は
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
織
込
」
(
行

政
文
書
塞
∞
山
霊
工
~
①
)
の
五
占
二
∽
I
∽
∞
」
宗
主
と
∽
売
∞
山
香
N
を
一
点
と
す
る
)

に
、
更
に
九
点
を
加
え
た
計
十
四
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
不
足
分

の
九
点
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
十
二
番
目
の
「
元
諸
藩
学
校
諸
費
調
書
」
以

外
の
八
点
の
資
料
の
所
在
が
判
明
し
、
そ
の
八
占
に
は
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴

込
」
と
同
様
に
表
紙
左
上
に
漢
数
字
(
朱
書
)
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

た
。
つ
ま
り
、
嘗
て
は
「
旧
藩
引
送
書
類
」
と
し
て
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
現
在
で
は
分
散
し
た
か
た
ち
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
旧
藩
引
送
書
類
」
　
の
名
称
を
右
の
十
四
点
の
文
書

目
録
類
の
総
称
と
し
て
使
用
す
る
樹
。

4
　
「
旧
藩
引
送
書
類
」
に
見
る
大
垣
藩
藩
校
旧
蔵
本
の
動
向

「
旧
藩
引
送
書
類
」
の
十
四
点
の
申
、
大
垣
藩
藩
校
に
関
係
す
る
も
の
は
次
の
七

点
で
あ
る
。

㈲
「
書
籍
総
目
抽
」
　
令
室
i
∞
∽
)

㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
非
難
書
目
録
」
　
(
雪
害
I
∞
①
)

㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
?
浅
-
さ
㌣
∽
)

㈲
「
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
」
　
(
一
驚
∞
i
さ
害
)

㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
　
?
∽
∞
」
e
午
も

㈲
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
(
辛
の
∞
十
〇
㌢
N
)

㈲
「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」
　
?
諾
i
ぎ
㌣
蜘
)

本
稿
で
は
こ
れ
ら
七
点
の
目
録
類
に
関
す
る
分
析
を
通
し
て
、
元
大
垣
県
学
校
(
旧

大
垣
藩
藩
校
)
　
の
蔵
書
の
実
態
を
解
明
し
て
み
た
い
。
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4

用
「
書
籍
総
日
和
」
(
雪
害
ー
∞
∽
)

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
　
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
大
垣
藩
は
大
垣
県
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
藩
学
校
も
県
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
、
大

垣
県
、
今
尾
県
、
岩
村
県
、
加
納
県
、
郡
上
県
、
高
富
県
、
苗
木
県
、
野
村
県
、
笠

松
県
が
合
併
し
て
岐
阜
県
と
な
る
。

同
年
十
一
月
、
文
部
省
は
各
府
県
に
対
し
て
、
旧
藩
襲
蔵
書
の
目
録
を
翌
五
年

(
一
八
七
二
)
一
月
ま
で
に
、
文
部
省
に
提
出
さ
せ
る
法
令
を
発
布
す
る
。
そ
の
法

令
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

間
口
四
十
一
月

従
前
於
各
地
方
公
費
ヲ
以
取
設
有
之
諸
学
校
或
ハ
文
庫
・
病
院
等
ニ
テ
所
蔵
ノ

書
籍
並
二
古
器
奇
物
ノ
類
二
至
迄
別
紙
雛
形
ノ
通
、
無
遺
失
取
調
来
中
正
月
中

可
差
出
候
事
、

一
、
書
籍
図
書
一
枚
摺
ノ
書
図
二
至
迄
現
今
蔵
版
ノ
箇
所
或
ハ
姓
名
是
亦
別
紙

雛
形
ノ
通
、
無
遺
失
取
調
来
由
正
月
中
可
差
出
候
事
㈲
、

(
以
下
、
別
紙
雛
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
長
文
ゆ
え
に
省
略
す
る
)

こ
の
法
令
を
受
け
て
、
明
治
五
年
一
月
に
元
大
垣
県
が
作
成
し
た
蔵
書
目
録
の
控

え
が
、
「
旧
藩
引
送
書
類
」
収
録
「
文
部
省
へ
差
出
ノ
書
籍
総
日
和
」
、
す
な
わ
ち
「
書

籍
総
日
和
」
　
で
あ
る
。

「
書
籍
総
日
和
」
　
は
一
冊
。
縦
二
十
三
セ
ン
チ
×
横
十
六
セ
ン
チ
。
紙
繕
仮
綴
。

全
十
八
丁
　
(
表
紙
を
含
む
)
。
表
紙
中
央
部
に
「
書
籍
総
日
和
」
、
そ
の
右
側
に
　
「
明

治
五
年
壬
申
正
月
、
文
部
省
注
差
出
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
上
隅
に
　
「
一
」
　
と
朱

書
き
さ
れ
て
い
る
。
第
二
丁
表
か
ら
第
四
丁
表
ま
で
が
　
「
国
典
之
部
」
、
第
五
丁
表

が
　
「
図
画
之
部
」
、
第
七
丁
表
か
ら
第
十
七
丁
裏
ま
で
が
　
「
漢
籍
之
部
」
、
第
十
八
丁

表
が
　
「
漢
図
画
之
部
」
。
第
十
八
丁
裏
に
　
「
欠
本
ノ
儀
ハ
従
前
ヨ
リ
不
足
仕
来
候
事
」

と
あ
り
、
第
十
八
丁
表
裏
に
「
右
之
通
、
当
正
月
、
元
大
垣
県
庁
ノ
命
ニ
テ
文
部
省

工
調
書
差
出
候
/
明
治
五
壬
申
念
正
月
/
取
調
　
御
用
掛
り
/
野
村
龍
蔵
/
雲
谷
任

斎
/
高
木
晩
翠
/
奥
田
三
次
/
一
柳
元
吉
」
　
と
あ
る
。
な
お
「
国
典
之
部
」
　
「
図
画

之
部
」
　
「
漢
籍
之
部
」
　
「
漢
図
画
之
部
」
と
い
う
分
類
は
、
前
掲
の
明
治
四
年
十
一
月

に
通
達
さ
れ
た
文
部
省
の
法
令
に
付
さ
れ
た
別
紙
雛
形
に
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

お
り
　
-
　
た
だ
し
、
別
紙
雛
形
に
は
「
漢
図
画
之
部
」
　
の
後
に
「
洋
書
之
部
」
　
「
洋

図
画
之
部
」
が
あ
る
。
　
-
　
元
大
垣
県
も
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
目
録
は
縦
書
き
、
半
丁
八
行
、
楷
書
体
で
、
書
名
と
本
数
の
み
が
記
載
さ
れ
た

簡
略
な
書
目
録
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
第
二
丁
表
を
掲
出
す
る
。

国
典
之
部

大
日
本
史

国
史
略

皇
朝
史
略

日
本
外
史

日
本
書
紀

掲
出
さ
れ
た
書
名
は
「
国
典
之
部
」
が
三
十
七
点
、
「
図
画
之
部
」
が
二
点
、
「
漢

籍
之
部
」
　
が
百
七
十
二
点
、
「
漢
図
画
之
部
」
　
が
一
点
、
の
合
計
二
百
十
二
点
で
あ
る
。

取
り
分
け
「
漢
籍
之
部
」
　
が
全
体
の
八
割
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

各
部
の
内
容
を
詳
し
く
見
る
と
、
「
国
典
之
部
」
　
は
徳
川
光
囲
編
『
大
日
本
史
』

を
は
じ
め
、
巌
垣
松
苗
編
『
国
史
略
』
、
青
山
延
子
編
『
皇
朝
史
略
』
、
頼
山
陽
編
『
日

本
外
史
』
、
中
井
履
軒
編
『
通
話
』
、
長
井
定
宗
編
『
本
朝
通
話
』
な
ど
の
通
史
、
『
日

本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
『
日
本
後
記
』
な
ど
の
六
国
史
(
『
続
日
本
後
紀
』
を
欠
く
)

が
載
る
。
国
学
者
で
は
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
の
み
で
あ
る
が
、
平
田
篤
胤
は

『
古
史
徴
』
『
神
代
系
図
』
『
古
史
徴
関
越
記
』
『
古
史
成
文
』
の
四
点
が
見
え
る
。
ま

た
篤
胤
門
下
の
角
田
忠
行
の
史
論
『
古
史
略
』
も
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
か
ら
維

新
期
に
か
け
て
大
垣
藩
に
も
篤
胤
の
国
学
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
図
画
之
部
」
　
は
『
皇
朝
沿
革
図
』
と
伊
能
忠
敬
の
『
実
測
日
本
地
図
』
　
の
日
本

地
図
二
点
で
あ
る
。



「
漢
籍
之
部
」
　
で
は
書
名
の
下
に
　
「
唐
本
」
　
「
朝
鮮
本
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
が
散

見
さ
れ
る
。
こ
の
「
唐
本
」
　
「
朝
鮮
本
」
と
い
う
注
記
も
、
明
治
四
年
十
一
月
に
通

達
さ
れ
た
文
部
省
の
法
令
に
付
さ
れ
た
別
紙
雛
形
に
「
唐
本
ナ
ラ
バ
如
此
記
ス
」
と

指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
書
籍
総
日
和
」
　
で
「
唐
本
」
と
注
記
さ
れ
た
書
名
を
挙

げ
る
と
、
『
詩
経
集
註
』
『
春
秋
大
全
』
『
十
三
経
注
疏
』
『
資
治
通
鑑
』
『
束
華
録
』
『
明

儒
学
案
』
『
通
俗
三
国
志
伝
』
『
甘
二
史
言
行
略
』
な
ど
、
計
四
十
点
に
及
ぶ
。
そ
れ

は
「
漢
籍
之
部
」
掲
載
書
名
数
の
約
二
割
を
占
め
る
。
「
朝
鮮
本
」
は
『
礼
記
』
『
七

書
直
解
』
『
事
文
類
衆
』
の
三
占
ぞ
あ
る
。
集
書
(
詩
文
集
)
　
で
は
唐
・
宋
・
明
代

の
詩
文
集
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
方
、
日
本
で
は
伊
藤
東
涯
『
制
度
通
』
『
唐
官
紗
』
、

橋
村
正
免
『
法
曹
至
要
紗
』
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
大
垣
藩
で
は
租
彿
学
が
興
隆
し

た
こ
と
を
既
に
指
摘
し
た
が
、
本
目
録
に
は
狙
篠
の
著
作
を
は
じ
め
、
服
部
南
部
や

太
宰
春
台
な
ど
の
租
篠
門
下
の
学
者
の
著
書
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
漠
図
画
之
部
」
に
は
『
歴
代
沿
革
図
』
の
一
点
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
書
籍
総
日
和
」
に
記
載
さ
れ
た
書
物
は
国
書
と
漢
籍
だ
け
で
あ
る
。

大
垣
藩
藩
校
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
一
月
に
、
洋
学
・
医
学
・
算
術
を
学
ぶ
北

校
と
、
国
学
・
漢
学
を
学
ぶ
南
校
と
に
分
立
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の

「
書
籍
総
日
和
」
は
そ
の
南
校
の
蔵
書
目
録
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
本
目
録
全
体
を
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
『
日
本
教
育
史
資

料
』
収
録
「
旧
大
垣
藩
」
に
記
載
さ
れ
た
教
科
書
名
は
す
べ
て
本
目
録
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
目
録
に
は
大
垣
藩
藩
主
や
藩
校
教

員
の
著
書
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
(
雪
害
-
∞
①
)

「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
は
未
綴
、
全
十
五
葉
の
目
録
で
、
そ
の
一
部

に
裁
断
の
痕
跡
が
あ
り
、
ま
た
随
所
に
貼
紙
が
あ
る
。
未
綴
で
あ
る
こ
と
や
裁
断
さ

れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
第
一
葉
(
表
紙
)
　
の
中
央
部
に
「
英
仏
井

雑
書
目
録
」
と
あ
り
、
そ
の
右
上
に
「
壬
申
九
月
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
上
に

「
四
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
第
二
葉
表
か
ら
第
六
葉
裏
ま
で
が
「
英
書
之
部
」
、

第
七
葉
表
か
ら
第
十
四
葉
表
ま
で
が
「
仏
書
之
部
」
、
第
十
四
葉
裏
が
「
雑
書
之
部
」

で
あ
る
。
第
十
五
葉
裏
に
「
右
之
通
二
御
座
候
也
/
壬
申
九
月
/
大
垣
元
洋
学
校

典
籍
方
㊥
/
岐
阜
県
御
庁
/
掛
り
御
中
衆
」
と
あ
る
の
で
、
本
目
録
は
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
九
月
に
、
「
大
垣
元
洋
学
校
」
　
の
典
籍
方
が
作
成
し
、
岐
阜
県
庁
に
提

出
さ
れ
た
蔵
書
目
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
大
垣
元
洋
学
校
」
と
は
大
垣
藩
藩

校
の
北
校
の
後
身
で
あ
り
、
「
大
垣
元
洋
学
校
」
に
は
そ
の
文
庫
の
書
籍
を
管
理
す

る
「
典
籍
方
」
と
い
う
職
種
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
目
録
は
縦
書
き
で
、
書
名
、
著
者
名
(
書
名
の
右
肩
に
小
文
字
で
片
仮
名
書
き
)
、

部
数
、
貸
借
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
第
二
葉
表
を
左

に
掲
出
す
る
。
英
書
之
部

カ
ツ
ケ
ン
ブ
ス内

壱
冊
ツ
ヽ
貸
渡

一
、
窮
理
書

十
本

高
橋
隆
三

青
山
只
二

川
瀬
揆
一

吉
田
盈
耳

渡
部
　
猛

江
沢
真
也

竹
中
一
兵

森
　
茂

竹
中
捨
次
郎
　
内
田
堅
吉

ベ
イ
ト
ル
バ
リ
イ

一
、
万
国
歴
史

内
壱
冊
ツ
、
貸
渡

五
冊
郷
学
校
拝
借

三
十
一
本

高
橋
隆
三

青
山
只
二

川
瀬
揆
一

吉
田
盈
耳

竹
内
一
兵

安
藤
整
三

酒
井
栄
三

辻
喜
世
太
郎

村
田
通
也

堅
田
喜
久
二

内
田
堅
青

竹
内
　
達



森
　
茂

掲
出
さ
れ
た
書
名
は
「
英
書
之
部
」
が
二
十
八
点
、
「
仏
書
之
部
」
　
が
三
十
五
点
、

「
雑
書
之
部
」
が
三
点
、
の
合
計
七
十
六
点
で
あ
る
。
目
録
を
見
る
限
り
は
「
仏
書
」

が
　
「
英
書
」
　
よ
り
や
や
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

各
部
の
内
容
を
詳
し
く
見
る
と
、
「
英
書
之
部
」
は
ベ
イ
ト
ル
バ
リ
イ
『
万
国
歴

史
』
を
は
じ
め
、
カ
ツ
ケ
ン
ブ
ス
『
亜
国
歴
史
』
、
ホ
ワ
イ
ト
『
万
国
史
』
、
ダ
ウ
ド

リ
ッ
チ
『
英
国
史
』
な
ど
の
歴
史
書
が
十
点
と
最
も
多
く
、
次
い
で
『
リ
イ
ド
ル
』

(
英
語
の
読
解
用
教
科
書
、
R
$
d
①
r
か
)
が
五
点
、
ウ
ェ
ブ
ス
ル
の
『
大
辞
典
』
『
中

辞
典
』
『
小
辞
典
』
な
ど
の
辞
典
類
が
五
点
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史

学
と
英
語
の
書
籍
が
多
く
を
占
め
る
一
方
で
、
科
学
書
は
カ
ツ
ケ
ン
ブ
ス
『
窮
理
書
』

(
物
理
学
)
　
の
み
で
あ
る
。

「
仏
書
之
部
」
を
詳
し
く
見
る
と
、
ノ
ー
エ
ル
『
文
法
書
』
を
は
じ
め
、
『
仏
語
明
要
』

や
『
仏
語
対
訳
』
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
教
科
書
や
ノ
ー
エ
ル
『
大
辞
典
』
、

ゲ
ネ
ラ
ー
ル
『
中
辞
典
』
な
ど
の
辞
書
類
が
十
三
点
と
最
も
多
い
。
そ
し
て
、
タ
ニ

エ
ー
ル
『
万
国
史
』
、
ベ
レ
ー
ズ
『
英
国
歴
史
』
、
ジ
ュ
ル
ワ
ー
『
中
華
歴
史
』
、
同

『
羅
馬
歴
史
』
と
い
っ
た
歴
史
書
が
十
二
点
と
最
も
多
い
こ
と
は
、
「
英
書
之
部
」
　
に

通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
理
学
の
書
籍
が
三
点
(
ゴ
サ
ン
『
究
理
学
』
、
ベ

レ
ー
ズ
『
究
理
学
』
、
モ
ン
ウ
エ
ル
『
究
理
学
』
)
、
化
学
の
書
籍
(
モ
ン
ウ
エ
ル
『
化

学
書
』
)
が
一
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
科
学
書
が
少
な
い
こ
と
も
ま
た
「
英
書
之
部
」

と
共
通
す
る
。

「
雑
書
之
部
」
　
に
は
『
仏
蘭
対
訳
』
『
蘭
書
類
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
関
係
の
書
籍
と
、

モ
ル
レ
ー
『
文
典
』
、
『
英
吉
利
小
文
典
』
の
　
「
和
板
」
　
(
日
本
で
出
版
さ
れ
た
も
の
)

の
三
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
大
垣
元
洋
学
校
(
元
北
校
)
　
で
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
庫
の
蔵
書
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
の

た
め
の
教
科
書
や
文
法
書
、
辞
書
類
を
は
じ
め
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た

西
洋
史
の
書
籍
が
多
く
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
科
学
書
(
物
理
学
・
化
学
)
は
少
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
(
㍗
誌
上
e
甲
山
)

本
目
録
は
そ
の
文
書
名
に
あ
る
通
り
、
元
大
垣
県
を
は
じ
め
と
す
る
五
県
(
元
大

垣
県
、
元
郡
上
県
、
元
岩
村
県
、
元
今
尾
県
、
野
村
県
)
　
か
ら
提
出
さ
れ
た
元
県
学

校
(
元
藩
校
)
　
の
蔵
書
目
録
を
、
当
時
の
岐
阜
県
庁
が
取
り
纏
め
て
転
写
し
た
文
書

で
あ
る
。
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
は
一
冊
の
目
録
で
あ
る
。
縦
二
十
三
セ
ン

チ
×
横
十
六
セ
ン
チ
。
紙
繕
仮
綴
。
全
四
十
五
丁
(
表
紙
を
含
む
)
。
表
紙
中
央
部

に
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
上
隅
に
「
三
」
と

朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
用
紙
は
罫
線
紙
で
、
半
丁
十
行
。
一
行
ご
と
に
書
名
と
部
数

(
本
数
)
　
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
欄
外
上
段
に
△
が
付
さ
れ
て
い
た
り
、
「
師
」

と
記
さ
れ
て
い
た
り
す
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
△
と
「
師
」
　
の
記
号
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

本
目
録
は
第
二
丁
表
か
ら
第
十
八
丁
裏
ま
で
が
「
元
大
垣
県
」
、
第
十
九
丁
表
か

ら
第
二
十
四
丁
表
ま
で
が
　
「
元
郡
上
県
」
、
第
二
十
五
丁
表
か
ら
第
三
十
三
丁
裏
ま

で
が
「
元
岩
邑
県
」
、
第
三
十
四
丁
表
か
ら
第
三
十
七
丁
裏
ま
で
が
「
元
今
尾
県
」
、

第
三
十
八
丁
表
か
ら
第
四
十
五
丁
裏
ま
で
が
「
元
野
村
県
」
。
第
四
十
五
丁
裏
に
「
惣

計
千
四
百
九
十
部
/
外
四
部
　
元
岩
村
県
公
費
彫
刻
蔵
板
」
と
あ
る
。
各
県
の
目
録

に
は
目
録
作
成
者
並
び
に
そ
の
提
出
先
、
提
出
日
(
受
理
日
)
な
ど
は
一
切
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

「
元
大
垣
県
」
の
書
目
録
は
「
国
典
之
部
」
「
図
画
之
部
」
「
漢
籍
之
部
」
「
漢
図
画
之
部
」

「
洋
書
之
部
」
　
の
五
部
構
成
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
分
類
は
前
述
の
通
り
、
明
治
四

年
十
一
月
の
文
部
省
通
達
の
別
紙
雛
形
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
成
か
ら
知

ら
れ
る
通
り
、
本
目
録
は
「
国
典
之
部
」
か
ら
「
漠
図
画
之
部
」
ま
で
が
㈲
「
書
籍

総
日
和
」
　
に
、
そ
し
て
　
「
洋
書
之
部
」
が
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
に



相
当
す
る
。
㈲
「
書
籍
総
日
和
」
と
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
の
「
国

典
之
部
」
　
か
ら
「
漢
図
画
之
部
」
　
ま
で
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
掲
載
書
名
、
掲
載
順

序
、
部
数
　
(
本
数
)
　
は
す
べ
て
一
致
す
る
。
ま
た
、
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書

目
録
」
　
と
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
の
　
「
洋
書
之
部
」
と
を
比
較
す

る
と
、
両
者
は
掲
載
書
名
、
掲
載
順
序
、
部
数
(
本
数
)
　
は
一
致
す
る
が
、
㈲
「
大

垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
で
は
　
「
英
書
之
部
」
　
「
仏
書
之
部
」
　
「
雑
書
之
部
」
　
の

三
部
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
㈲
二
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
の
　
「
洋
書

之
部
」
で
は
部
名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
弁
難
書
目
録
」

に
記
載
さ
れ
て
い
た
貸
借
関
係
の
記
事
は
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
貸
借
関
係
の
記
事
は
㈲
「
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書

ノ
内
拝
借
人
取
調
」
　
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
相
違
点
は
あ
る
が
、
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
の
　
「
元

大
垣
県
」
　
は
、
㈲
「
書
籍
総
日
和
」
　
と
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
と

を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
成
立
時
期
は
　
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
が
成
立
し
た
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
　
九
月
以
降
に
設
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

㈲
「
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
」
(
平
詫
-
さ
平
①
)

「
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
」
　
は
そ
の
資
料
名
に
あ
る
通
り
、

元
大
垣
県
、
元
加
納
県
、
元
野
村
県
の
三
県
の
元
県
学
校
の
蔵
書
の
貸
出
し
記
録
で

ある。本
資
料
は
一
冊
の
冊
子
で
あ
る
。
縦
二
十
三
セ
ン
チ
×
横
十
六
セ
ン
チ
。
紙
纏
仮

綴
。
全
二
十
一
丁
(
表
紙
を
含
む
)
。
表
紙
中
央
部
(
第
一
丁
表
)
　
に
「
元
大
垣
県

/
元
加
納
県
/
元
野
村
県
/
学
校
蔵
書
之
内
拝
借
人
取
調
」
、
そ
の
左
下
隅
に
　
「
学

務
掛
」
と
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
さ
れ
、
更
に
そ
の
左
上
隅
に
「
二
」
と
朱
書
き
さ
れ
て

い
る
。
用
紙
は
そ
の
版
心
下
部
に
　
「
岐
阜
県
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
線
紙
で
、
半
丁
十

行
で
あ
る
。
本
目
録
の
第
二
丁
表
か
ら
第
十
二
丁
裏
ま
で
が
「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書

拝
借
人
」
、
第
十
三
丁
表
か
ら
第
十
九
丁
裏
ま
で
が
　
「
元
加
納
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
、

第
二
十
丁
表
か
ら
第
二
十
一
丁
裏
ま
で
が
「
元
野
村
県
蔵
書
之
内
拝
借
人
」
で
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
の
一
部
に
は
虫
損
が
あ
り
、
文
字
の
解
読
に
支
障
を
き
た
す
箇
所
も

あ
る
。
ま
た
、
元
加
納
県
と
元
野
村
県
の
項
目
に
は
、
朱
書
き
さ
れ
た
付
箋
紙
が
欄

外
上
部
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。

「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
は
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
(
叩

き
・
∞
①
)
に
話
載
さ
れ
た
書
名
と
そ
の
拝
借
人
を
転
写
し
た
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
元

大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
は
　
「
英
書
之
部
」
　
「
仏
書
之
部
」
　
「
雑
書
之
部
」
　
と
い
う

分
類
は
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
例
と
し
て
、
そ
の
第
二
丁
表
・
裏
を
左
に
引
用
す
る
。

元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人

カ
ツ
ケ
ン
ホ
ス

一
、
究
理
書
一
冊
充

高
橋
隆
三

渡
部
　
猛

青
山
唯
二

江
沢
真
也

川
瀬
揆
一

竹
中
一
兵

吉
田
盈
耳

森
　
茂

竹
中
捨
次
郎
(
第
二
丁
表
)

内
田
堅
吉
(
第
二
丁
裏
)

本
資
料
は
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
に
載
録
さ
れ
た
書
名
順
に
従
っ

て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
拝
借
人
が
無
い
書
名
は
省
略
さ
れ
て
、
本
資
料
に
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
拝
借
人
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
書
籍
は
、
「
英
書
之
部
」
　
で
は
和

板
『
万
国
史
略
』
、
薩
摩
板
『
英
和
辞
書
』
、
ス
ミ
ッ
ト
『
英
国
史
』
、
『
世
界
図
』
　
の

四
点
、
「
仏
書
之
部
」
　
で
は
フ
リ
エ
リ
ー
『
英
国
歴
史
』
、
『
海
軍
歴
史
』
、
ジ
ユ
ル
ウ



ー
『
中
華
歴
史
』
、
同
『
神
代
歴
史
』
、
ゴ
ザ
ン
『
究
理
書
』
、
モ
ン
ウ
エ
ル
『
究
理
書
』
、

同
『
化
学
書
』
、
コ
ン
タ
ン
ベ
ル
『
小
地
理
書
』
、
『
初
学
書
』
、
『
英
仏
会
話
』
、
ニ
ユ

ゲ
ン
『
小
辞
典
』
、
歴
史
地
理
学
術
『
辞
典
』
、
タ
ル
ウ
エ
ー
ル
『
英
仏
対
訳
』
、
ポ

イ
エ
ル
『
英
仏
対
訳
』
、
『
地
図
』
　
の
十
五
点
、
「
雑
書
之
部
」
　
は
三
点
す
べ
て
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏
井
雑
書
目
録
」
　
に
記
さ
れ
た

書
名
の
う
ち
　
「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
に
記
載
さ
れ
た
書
名
は
、
「
英
書
之

部
」
　
は
二
十
八
点
中
二
十
四
点
　
(
八
十
六
%
)
、
「
仏
書
之
部
」
　
が
三
十
五
点
中
二
十

点
　
(
五
十
七
%
)
、
「
雑
書
之
部
」
　
が
三
点
中
零
点
(
○
%
)
、
の
合
計
七
十
六
点
中

四
十
四
点
　
(
五
十
八
%
)
　
で
あ
っ
た
。
「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
で
最
も
拝

借
人
が
多
か
っ
た
書
籍
は
、
『
英
和
辞
典
』
　
の
十
七
名
で
あ
る
。
第
二
位
は
ベ
イ
ト

ル
バ
リ
ー
『
万
国
歴
史
』
　
の
十
四
名
、
第
三
位
は
カ
ツ
ケ
ン
ホ
ス
『
究
理
書
』
　
の
十

名
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
英
書
で
あ
る
。

拝
借
人
の
氏
名
欄
に
は
計
二
十
六
名
の
氏
名
及
び
校
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
　
「
郷
学
校
」
　
の
二
十
六
回
で
あ
る
。
「
郷
学
校
」
と
は
、

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
　
七
月
の
藩
校
廃
校
を
嘆
い
た
小
原
鉄
心
が
旧
藩
学
校
の
校

舎
(
元
北
校
)
を
借
り
受
け
、
篤
志
を
も
っ
て
同
五
年
に
再
興
し
た
学
校
で
あ
る
働
。

「
郷
学
校
」
が
拝
借
し
た
書
籍
は
英
書
で
は
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
『
大
辞
典
』
、
『
英
和
辞
典
』
、

ハ
イ
ス
ク
ウ
ル
『
地
理
書
』
、
『
リ
イ
ド
ル
』
　
(
第
一
~
第
三
)
、
仏
書
で
は
フ
リ
エ
リ

ー
『
英
国
歴
史
』
、
ノ
ー
エ
ル
『
文
法
書
』
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
拝
借
人
の
欄
に

記
載
さ
れ
た
校
名
は
　
「
郷
学
校
」
　
の
み
で
あ
る
。

個
人
で
は
森
茂
が
十
回
と
最
も
多
く
、
次
い
で
高
橋
隆
三
・
青
山
唯
二
が
九
回
、

渡
部
猛
・
後
藤
兼
三
郎
が
八
回
と
続
く
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
元
県
学
校
(
元
藩
校
)

の
教
員
で
あ
る
か
否
か
は
、
明
治
初
期
の
元
大
垣
県
(
岐
阜
県
)
　
県
学
校
教
員
名
簿

が
あ
れ
ば
判
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
名
簿
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
判
断
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
に
は
貸
借
年
月
日
並
び
に
目
録
作
成
年
月
日
が

記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
成
立
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
郷
学
校
」

が
再
興
さ
れ
た
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
　
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
本
資
料
の
作
成
日
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
第
一
に
元
大
垣
県
洋
学
校

の
蔵
書
の
所
在
確
認
で
あ
り
、
第
二
に
は
そ
の
利
用
実
態
を
県
庁
や
文
部
省
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
元
大
垣
県
学
校
蔵
書
拝
借
人
」
　
に
は

洋
書
の
拝
借
記
録
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
大
垣
県
学
校
所
蔵
の
国
書
・
漢
籍

の
拝
借
記
録
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
　
(
平
詫
⊥
霊
-
e

「
書
籍
値
段
見
積
書
」
は
そ
の
表
紙
中
央
部
に
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
と
墨
書
さ
れ
、

そ
の
左
上
隅
に
　
「
九
」
　
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
。
経
緯
綴
。
用
紙
は
罫
線
紙

で
、
半
丁
八
行
で
あ
る
。
全
四
十
五
丁
　
(
表
紙
を
含
む
)
。
一
行
ご
と
に
書
名
、
見

積
金
額
　
(
朱
筆
)
、
部
数
(
本
数
)
　
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欄
外
上
段
に
「
ヽ
」

(
朱
筆
)
　
が
付
さ
れ
て
い
る
。

本
目
録
の
構
成
は
第
二
丁
表
か
ら
第
二
十
丁
表
ま
で
が
　
「
元
大
垣
県
」
、
第
二
十

丁
裏
か
ら
第
二
十
一
丁
表
ま
で
が
「
元
郡
上
県
」
、
第
二
十
一
丁
裏
か
ら
第
二
十
五

丁
裏
ま
で
が
「
元
加
納
県
」
、
第
二
十
六
丁
表
か
ら
第
三
十
四
丁
裏
ま
で
が
「
元
岩

都
県
」
、
第
三
十
四
丁
裏
か
ら
第
三
十
八
丁
表
ま
で
が
　
「
元
今
尾
県
」
、
第
三
十
八

丁
表
か
ら
第
四
十
五
丁
裏
ま
で
が
「
元
野
村
県
」
、
第
四
十
五
丁
裏
に
「
惣
計

千
四
百
九
十
部
/
外
四
部
　
元
岩
村
県
公
費
彫
刻
蔵
板
」
　
と
あ
る
。
各
県
の
目
録
に

は
目
録
作
成
者
並
び
に
そ
の
提
出
先
、
提
出
日
へ
受
理
日
)
な
ど
は
一
切
話
載
さ
れ

て
い
な
い
。

「
書
籍
値
段
見
積
書
」
　
の
書
式
の
一
例
と
し
て
、
そ
の
第
二
丁
表
(
「
元
大
垣
県
」
)

を
掲
出
す
る
。
国
典
之
部

大
日
本
史

国
史
略

皇
朝
史
略

金
十
三
円

一
部
九
十
銭

一
部
　
大
二
円

百
本

五
部
　
各
五
本

二
部
　
各
十
五
部



日
本
外
史

一
部

小
一
円
五
十
関

大
二
円

小
一
円
五
十
銭

日
本
書
紀
　
　
一
円

日
本
紀
纂
疏
　
　
四
十
銭

五
部
　
各
十
五
本

十
五
本

八
本

㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
の
「
元
大
垣
県
」
の
項
目
は
、
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県

学
校
蔵
書
取
調
」
の
「
元
大
垣
県
」
の
項
目
を
転
写
し
た
も
の
に
、
書
籍
の
見
積
り

金
額
を
朱
筆
で
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
見
積
金
額
は
「
国
典
之
部
」
の
全
て
の
書
籍
、

「
漢
籍
之
部
」
は
「
唐
本
」
「
朝
鮮
本
」
以
外
の
全
て
の
書
籍
、
「
洋
書
之
部
」
は
『
英

和
辞
典
』
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
「
図
画
之
部
」
と
「
漠
図
画
之
部
」
に
は
見
積
金

額
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
唐
本
」
「
朝
鮮
本
」
「
洋
書
」
、
そ
し
て
図
画
類
は
、
見
積

り
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
当
時
の
岐
阜
県
庁
は
、
何
の
た
め
に
元
県
学
校
(
旧
藩
校
)
旧

蔵
書
籍
の
見
積
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
一
月
十
日
、
岐
阜
県
参
事
の
小
崎
利
準
は
、
文
部
省
小

督
学
の
柳
本
直
一
郎
に
宛
て
た
書
簡
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

当
県
下
之
大
垣
県
外
之
県
旧
学
校
所
蔵
之
書
籍
、
去
ル
壬
申
十
月
中
、
兼
而

御
達
之
旨
二
基
キ
、
取
調
書
ヲ
以
及
御
届
置
候
処
、
示
後
処
分
方
御
指
揮
等
モ

無
之
、
口
当
県
二
於
テ
取
帰
致
置
候
得
共
、
右
之
内
方
今
不
用
二
属
シ
候
書
類

モ
多
分
有
之
、
徒
二
露
食
二
供
シ
候
モ
不
益
之
儀
卜
存
候
間
、
不
苦
儀
二
候

ハ
、
、
悉
皆
相
当
之
代
価
ヲ
以
致
売
却
、
必
要
之
書
籍
器
機
等
々
引
換
、
管
下

学
校
補
助
ト
モ
致
度
、
尤
御
許
可
相
成
候
儀
二
俣
ハ
、
、
書
目
井
代
価
等
明
細

取
調
、
更
二
可
申
立
候
得
共
、
不
取
敢
心
得
方
相
伺
申
候
、
至
急
御
指
令
有
之

度
候
也
、
明
治
七
年
一
月
十
日

小
督
学
　
柳
本
直
一
郎
殿
㈲

岐
阜
県
参
事
　
　
小
崎
利
準
㊥

岐
阜
県
下
の
元
県
学
校
(
元
藩
校
)
が
所
蔵
す
る
書
籍
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年

の
通
達
に
基
づ
い
て
翌
五
年
十
月
に
、
取
調
書
を
文
部
省
に
提
出
し
た
が
、
そ
の

後
、
文
部
省
か
ら
は
何
の
指
示
も
な
い
。
元
県
学
校
所
蔵
の
書
籍
の
中
に
は
、
現
在

で
は
使
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
書
籍
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
書
物
が
書
庫

に
置
い
て
虫
に
喰
わ
れ
る
の
も
勿
体
な
い
の
で
、
文
部
省
が
許
可
し
て
く
れ
る
な
ら

ば
、
使
わ
な
い
書
籍
を
適
切
な
価
格
で
売
却
し
、
必
要
な
書
籍
や
器
機
等
の
購
入
費

に
充
当
し
、
管
下
の
学
校
の
補
助
と
し
た
い
。
も
し
お
許
し
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

書
籍
目
録
並
び
に
そ
の
代
価
等
を
記
し
た
明
細
書
を
提
出
す
る
つ
も
り
な
の
で
、
至

急
ご
指
示
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
が
小
崎
の
書
簡
の
概
要
で
あ
る
㈲
。
つ
ま
り
、
㈲

「
書
籍
値
段
見
積
書
」
は
、
小
崎
の
書
簡
に
あ
る
「
書
目
井
代
価
等
明
細
取
調
」
を

作
成
す
る
た
め
の
見
積
書
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
の
成
立
時
期
は
、
小
崎
の
書
簡
が
書
か
れ
た
明
治
七

年
(
一
八
七
四
)
一
月
十
日
以
後
で
、
左
程
間
隔
を
置
か
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
元
県
学
校
(
旧
藩
校
)
蔵
書
の
見
積
り
に
は
地
元
の
本
屋

が
関
与
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
倒
、
そ
の
本
屋
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
書
簡
に
先
立
つ
こ
と
二
年
前
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
八
月
三
日
、
文
部

省
は
学
制
を
頒
布
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
全
国
を
学
区
に
分
け
、
各
学
区
に
そ
れ
ぞ
れ

大
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
新
た
な
教
育
が
施
行
さ
れ
た
。
こ

ぅ
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
一
月
、
当
時
の
岐
阜
県
庁
は
元

県
学
校
所
蔵
の
書
籍
の
中
で
、
新
た
な
教
育
制
度
で
は
不
用
の
書
籍
を
売
却
し
、
そ

の
売
却
益
で
学
校
に
必
要
な
新
た
な
書
籍
や
器
機
の
購
入
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
前
掲
の
小
崎
の
書
簡
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
㈲
「
書
籍

値
段
見
積
書
」
の
「
元
大
垣
県
」
の
項
目
で
売
却
の
対
象
と
な
っ
た
書
籍
は
国
書
と

漢
籍
-
　
「
唐
本
」
「
朝
鮮
本
」
と
い
っ
た
稀
覿
本
を
除
く
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
洋
書
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
売
却
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
国
策
と
し

て
の
教
育
が
大
き
な
転
換
を
迎
え
た
こ
と
が
、
元
県
学
校
(
元
藩
校
)
　
旧
蔵
本
の
行
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方
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
㈲
「
元
大
垣
加
納
野
村
学
校
蔵
書
ノ
内
拝
借
人
取
調
」
収
録
「
元
大
垣
県
学

校
蔵
書
拝
借
人
」
　
が
洋
書
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
も
別
の
解
釈
が
加
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
時
(
明
治
五
年
以
降
)
　
の
元
大
垣
県
に
於
い
て
は
洋

書
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
を
岐
阜
県
庁
に
報
告
す
る
こ
と
で
、
洋
書
の
上

納
を
最
小
限
に
止
め
よ
う
と
の
思
惑
が
働
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
と
私
は

考
え
る
。

㈲
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
(
字
詰
⊥
○
平
N
)

「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
は
各
元
県
貫
属
戸
長
か
ら
岐
阜
県
学
務
掛
に
提

出
さ
れ
た
蔵
書
目
録
を
一
冊
に
合
繊
し
た
文
書
で
あ
る
。
表
紙
は
な
く
、
本
文
の
み

四
十
一
丁
。
本
資
料
は
県
別
の
整
理
も
な
さ
れ
て
い
な
い
目
録
群
で
、
そ
の
第
一
丁

か
ら
第
三
丁
ま
で
が
元
大
垣
県
一
過
、
第
四
丁
か
ら
第
八
丁
ま
で
が
元
岩
村
県
一
過
、

第
九
丁
か
ら
第
二
十
一
丁
ま
で
が
元
大
垣
県
二
道
、
第
二
十
二
丁
か
ら
第
二
十
三
丁

ま
で
が
元
岩
村
県
一
過
、
第
二
十
四
丁
が
元
加
納
県
一
通
、
第
二
十
五
丁
か
ら
第

二
十
七
丁
ま
で
が
元
郡
上
県
二
通
、
第
二
十
八
丁
か
ら
第
三
十
八
丁
ま
で
が
元
野
村

県
四
通
、
第
三
十
九
丁
か
ら
第
四
十
一
丁
ま
で
が
元
岩
村
県
二
通
、
計
五
県
十
四
通

の
目
録
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
用
紙
は
元
県
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

元
大
垣
県
に
関
す
る
三
通
の
目
録
は
、
す
べ
て
半
丁
八
行
の
罫
線
紙
の
楷
書
で
記

載
さ
れ
て
い
る
。
三
通
す
べ
て
、
そ
の
書
式
は
冒
頭
に
「
記
」
と
あ
り
、
そ
の
後
は

一
つ
書
き
に
書
名
と
本
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
第
一
丁
表
(
元

大
垣
)
　
を
左
に
掲
げ
る
。

記

一
、
通
話

一
、
国
史
纂
論

一
、
古
史
徴

三
本

五
部
各
五
本
六
本

一
、
職
原
紗
校
本

一
、
本
朝
神
社
孝

一
、
逸
史

一
、
保
建
大
証
打
開

六
本
六
本

二
部
各
十
三
本
三
本

第
一
通
に
は
和
漢
の
書
籍
二
十
八
点
が
和
漢
の
区
別
も
な
く
記
載
さ
れ
、
そ
の
末

尾
に
は
「
前
書
目
録
之
通
上
納
仕
候
也
/
大
垣
住
、
貫
属
戸
長
、
山
村
蕃
蔵
/
岐

阜
県
学
務
掛
御
中
」
　
と
あ
る
。
第
二
通
に
は
和
漢
の
書
籍
百
五
十
七
点
が
記
載
さ

れ
、
そ
の
末
尾
に
は
「
前
書
目
録
之
通
上
納
仕
候
也
/
第
五
大
区
二
小
区
、
大
垣

住
、
貫
属
戸
長
、
山
村
蕃
蔵
/
明
治
七
年
七
月
/
岐
阜
県
参
事
小
崎
利
準
殿
/
目
録

之
通
相
違
無
之
二
付
奥
印
仕
候
也
/
副
区
長
、
鈴
木
徹
」
と
あ
る
。
第
三
通
に
は
和

漢
洋
の
書
籍
二
十
八
点
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
は
「
前
書
之
通
書
籍
取
調
奉
差

上
候
、
御
落
手
可
被
下
候
也
/
大
垣
住
貫
属
戸
長
/
明
治
七
年
五
月
/
岐
阜
県
学
務

掛
御
中
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
識
語
か
ら
見
て
、
第
三
通
が
最
も
古
く
て
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
　
五
月
で
、
次
に
第
二
通
が
同
年
七
月
、
第
一
通
は
成
立
年
未
詳
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
常
識
的
に
考
え
て
、
第
一
通
も
明
治
七
年
五
月
か
ら
七
月
ご
ろ

に
成
立
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
第
三
通
に
は
貸
出
し
状
況
を
記
載
し
た

紙
片
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

元
大
垣
県
の
三
通
を
合
計
す
る
と
、
計
二
百
十
三
点
の
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
㈲
「
書
籍
総
日
和
」
　
の
二
百
十
二
点
-
十
㈲
「
元
大
垣
県
外
五
県
学
校
蔵
書

取
調
」
収
録
「
元
大
垣
県
」
　
の
「
国
典
之
部
」
　
「
図
画
之
部
」
　
「
漢
籍
之
部
」
　
「
漢
図

画
之
部
」
と
同
一
-
　
よ
り
一
点
多
い
が
、
そ
の
一
点
は
第
三
通
に
記
載
れ
た
『
英

和
辞
書
』
で
あ
る
。
明
治
七
年
七
月
に
元
大
垣
県
か
ら
岐
阜
県
に
上
納
さ
れ
た
書
籍

は
お
そ
ら
く
こ
の
二
百
十
三
点
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

㈲
「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」
(
平
浅
口
ぎ
雪
肌
)

「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」
　
は
一
冊
の
目
録
で
あ
る
。
紙
纏
綴
。
そ
の
表

紙
中
央
部
(
第
一
丁
表
)
　
に
「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」
、
同
左
下
隅
に
「
学



胴

務
掛
」
と
墨
書
さ
れ
、
そ
の
左
上
隅
に
「
一
〇
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
用
紙
は

そ
の
柱
に
「
岐
阜
県
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
線
紙
で
、
半
丁
十
行
で
あ
る
。
全
二
十
丁

(
表
紙
を
含
む
)
　
で
あ
る
。
構
成
は
第
二
丁
表
か
ら
第
十
一
丁
裏
ま
で
が
「
大
垣
上

納
分
」
、
第
十
二
丁
表
か
ら
第
十
五
丁
裏
ま
で
が
「
岩
村
上
納
分
」
、
第
十
六
丁
表
か

ら
第
十
八
丁
裏
ま
で
が
「
野
村
上
納
分
」
、
第
十
九
丁
表
か
ら
同
裏
ま
で
が
「
今
尾

上
細
分
」
、
第
二
十
丁
表
に
「
郡
上
上
納
分
」
　
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
資

料
に
は
そ
の
成
立
時
期
を
記
し
た
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

本
資
料
は
元
大
垣
県
を
は
じ
め
と
す
る
岐
阜
県
下
の
元
五
県
か
ら
岐
阜
県
庁
に
上

納
さ
れ
た
書
籍
名
と
冊
数
を
記
し
、
更
に
払
下
げ
代
価
を
記
入
し
た
目
録
で
あ
る
。

そ
の
書
式
の
一
例
と
し
て
、
第
二
丁
表
(
「
大
垣
上
納
分
」
)
を
左
に
掲
出
す
る
。
な

お
、
(
　
)
内
は
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
　
の
金
額
で
あ
る
。

大
垣
上
納
分

一
、
明
徴
録

一
、
古
史
成
文

一
、
古
史
略

一
、
武
家
沿
革
図
考

一
、
詩
経
説
約

一
、
周
易
本
義
通
釈

一
、
周
易
伝
義

一
、
大
戴
礼
記

一
、
詩
経
集
註

七三1-

十
四
二
部
各
七

四二四

十
一
銭
五
厘
　
(
十
五
銭
)

四
十
三
関
　
　
(
五
十
銭
)

七
銭
九
銭
廿
八
銭

三
十
八
銭

十
四
銭

五
銭
六
銭

(
十
銭
)

(
記
載
な
し
)

(
廿
五
銭
)

(
一
部
十
銭
)

(
六
銭
)

(
三
関
)

(
記
載
な
し
)

「
大
垣
上
納
分
」
　
と
し
て
は
、

計
百
八
十
三
点
の
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
掲
載
さ
れ
た
書
名
を
見
る
と
、
国
書
と
漢
籍
ば
か
り
で
、
洋
書
-
㈲
「
書
籍

値
段
見
積
書
」
及
び
㈲
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
に
は
『
英
和
辞
典
』
が
あ

っ
た
が
-
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
国
書
と
漢
籍
が
混
在

し
た
か
た
ち
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
大
垣
上
納
分
」
　
の
記
載
順
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
㈲
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
の
第
二
通
か
ら
書
き
起
こ
し
、
そ
の
途
中
に

第
一
通
を
挿
入
し
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
「
大
垣
上
納
分
」
　
の
成
立
時
期

は
、
㈲
「
元
県
々
学
校
蔵
書
上
納
綴
込
」
　
の
元
大
垣
県
の
目
録
が
成
立
し
た
明
治
七

年
七
月
以
降
に
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
治
七
年
七
月
、
元
大
垣
県

か
ら
実
際
に
書
籍
が
岐
阜
県
に
上
納
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
岐
阜
県
学
務
掛
が
改
め

て
書
籍
の
払
下
げ
価
格
を
見
積
も
っ
た
目
録
が
㈲
「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」

で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
と
「
大
垣
上
納
分
」
と
を
比
較
す
る
と
、
㈲
「
書
籍
値

段
見
積
書
」
　
の
　
「
国
典
之
部
」
に
記
載
さ
れ
た
三
十
七
点
の
中
の
二
十
二
占
だ
払
下

げ
価
格
が
記
さ
れ
て
い
る
。
価
格
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
書
籍
は
『
大
日
本
史
』
『
国

史
略
』
『
日
本
外
史
』
『
日
本
紀
纂
疏
』
『
古
事
記
伝
』
、
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』
を
は

じ
め
と
す
る
六
国
史
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
史
書
で
、
且
つ
明
治
初
期
に
お
い
て
も

広
く
読
ま
れ
て
い
た
書
物
で
あ
る
。
ま
た
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
の
「
漢
籍
之
部
」

に
記
載
さ
れ
た
百
七
十
二
点
の
中
の
百
五
十
九
点
に
払
下
げ
価
格
が
話
人
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
で
は
唐
本
や
朝
鮮
本
に
は
見
積
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
大
垣
上
納
分
」
で
は
そ
れ
ら
に
も
払
下
げ
代
価
が
話

載
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
と
㈲
「
書
籍

之
御
払
下
代
価
上
納
取
説
」
収
録
「
大
垣
上
納
分
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
比
べ
る

と
、
見
積
金
額
よ
り
払
下
げ
代
価
の
方
が
安
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
ま
た
あ

る
。
こ
の
問
題
は
元
郡
上
県
や
元
野
村
県
な
ど
の
他
県
の
分
析
を
含
め
て
、
総
合
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
未
だ
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
㈲
「
書
籍
値
段
見
積
書
」
と
㈲
「
書
籍
之
御
払
下
代
価
上
納
取
調
」
は
岐

阜
県
下
の
藩
校
旧
蔵
本
の
動
向
(
移
管
)
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
加
え
て
、
明
治
初
期
に
お
け
る
国
書
(
和
本
)
・
漢
籍
の
売
却
価
格
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
珍
し
い
資
料
で
も
あ
る
。
明
治
初
期
に
お
け
る
国
書
漢
籍
の
価
格
に
つ

い
て
は
、
こ
の
二
種
の
目
録
を
資
料
と
し
て
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。



5
　
岐
阜
県
か
ら
東
京
書
籍
館
へ

国
立
国
会
図
書
館
(
旧
東
京
書
籍
館
、
旧
上
野
図
書
館
)
の
蔵
書
形
成
に
つ
い
て
は
、

夙
に
　
「
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
岡
田
温
「
旧
上
野
図
書

館
の
収
集
方
針
と
そ
の
蔵
書
」
　
(
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
第
五
号
)
、
朝
倉
治
彦

「
上
野
図
書
館
所
蔵
藩
校
旧
蔵
本
略
記
」
　
(
『
文
献
』
第
二
号
)
、
西
村
正
守
・
佐
野
力

「
東
京
書
籍
館
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書
の
収
集
」
(
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
第
十
六
号
)

の
研
究
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
拠
っ
て
述
べ
る
と
、
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
十
一
月
に

発
布
さ
れ
た
法
令
に
基
づ
い
て
、
文
部
省
は
各
府
県
に
旧
藩
襲
蔵
書
の
目
録
を
提
出

さ
せ
た
。
本
稿
で
考
察
し
た
㈲
「
書
籍
総
日
和
」
は
、
こ
の
時
に
大
垣
県
が
提
出
し

た
目
録
の
控
え
で
あ
る
。
現
物
の
交
付
は
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
八
月
に
始
ま
り
、

翌
九
年
九
月
に
及
ぶ
。
こ
の
時
の
　
「
交
付
書
目
」
　
(
前
掲
の
西
村
氏
論
文
収
録
)
　
を

見
る
と
、
岐
阜
県
か
ら
は
次
の
十
三
点
を
収
め
ら
れ
て
い
る
。

亦
奇
談

併
催
百
金
万

有
計
拾
三
部

岐
阜
県

日
本
紀
纂
疏

本
朝
神
社
考

五
車
韻
瑞

南
山
俗
語
考

羅
念
蕃
集
¥

唐
堂
集

元
利
群
県
図
志

丹
鉛
総
録

天
申
請

宋
稗
類
紗

廿
二
史
言
行
略

八六二
十
四
二
十
六

五八二
十
四

同
補
　
十
二
十六十

二
四
十
一

試
み
に
右
の
十
三
点
を
㈲
「
書
籍
総
日
和
」
と
照
合
す
る
な
ら
ば
、
『
目
本
紀
纂
疏
』

と
『
亦
奇
談
』
以
外
の
十
一
点
が
合
致
す
る
。
た
だ
し
、
元
大
垣
県
以
外
の
元
県
学

校
(
元
藩
校
)
の
蔵
書
に
も
同
名
の
書
籍
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
断
定
は
で
き
な
い
。

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
本
朝
神
社
考
』
に
は
　
「
敬
教
堂
蔵
書
」
　
の
印
記
が
あ

る
の
で
、
こ
の
一
点
は
元
大
垣
藩
藩
校
敬
教
堂
旧
蔵
本
と
断
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
旧
藩
引
送
書
類
」
の
分
析
を
通
し
て
、
太
一

垣
藩
藩
校
の
蔵
書
の
実
態
を
推
測
す
る
と
と
も
に
、
明
治
初
期
に
於
け
る
同
藩
校
旧
　
　
1
2

蔵
書
の
処
遇
に
つ
い
て
そ
の
史
的
変
遷
を
辿
っ
て
み
た
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-

藩
校
の
蔵
書
に
関
す
る
研
究
は
㈲
藩
校
が
そ
の
文
庫
の
管
理
運
営
の
た
め
に
作
成

し
た
蔵
書
目
録
、
㈲
現
在
、
藩
校
旧
蔵
本
を
保
管
し
て
い
る
機
関
(
学
校
・
図
書
館

等
)
　
が
作
成
し
た
藩
校
旧
蔵
本
目
録
、
の
二
種
の
目
録
を
資
料
と
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
第
三
の
研
究
方
法
と
し
て
、
明
治
初
期
に
文
部
省
の
指
導

の
下
で
行
わ
れ
た
元
県
学
校
(
旧
藩
校
)
の
蔵
書
調
査
に
関
す
る
文
書
群
で
あ
る
「
旧

藩
引
送
書
類
」
を
資
料
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
元
大
垣
県
学
校
(
旧
大
垣
藩
藩
校
)
　
の

蔵
書
の
実
態
と
そ
の
史
的
変
遷
の
解
明
を
試
み
た
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
本
稿
は
一

つ
の
試
論
で
あ
る
。
な
お
、
岐
阜
県
教
育
委
員
会
編
『
岐
阜
県
教
育
史
　
資
料
編

近
世
』
　
(
平
成
十
年
三
月
刊
)
　
に
は
、
㈲
「
書
籍
総
目
抽
」
、
㈲
「
大
垣
洋
学
校
英
仏

井
雑
書
目
録
」
　
の
二
点
の
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
㈲
「
元
大
垣

県
外
五
県
学
校
蔵
書
取
調
」
　
以
下
五
点
の
目
録
類
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
記

し
て
お
く
。



最
後
に
、
本
稿
で
は
大
垣
藩
を
対
象
と
し
た
が
、
今
後
は
岩
村
藩
や
野
村
藩
な
ど

の
美
濃
国
の
他
の
藩
校
の
蔵
書
に
つ
い
て
も
「
旧
藩
引
送
書
類
」
を
資
料
と
し
て
、

そ
の
蔵
書
の
実
態
並
び
に
そ
の
処
遇
の
史
的
変
遷
の
解
明
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
近

世
に
作
成
さ
れ
た
大
垣
藩
藩
校
の
蔵
書
目
録
、
並
び
に
大
垣
藩
藩
校
旧
蔵
本
を
含
む

と
さ
れ
る
『
岐
阜
県
華
陽
学
校
附
属
書
籍
館
書
籍
目
録
及
規
則
』
の
所
在
調
査
も
続

行
す
る
所
存
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

(
注
)
㈲
　
『
大
垣
市
立
図
書
館
漢
籍
目
録
』
は
全
六
十
ペ
ー
ジ
で
、
巻
末
に
図
版
及
び
解

題
を
置
く
。
経
部
は
経
注
疏
合
刻
類
一
点
、
易
類
二
点
、
書
類
二
点
、
詩
類
四
点
、

礼
類
二
点
、
春
秋
類
二
点
、
四
書
類
五
点
、
孝
経
類
三
点
、
小
学
類
二
点
、
の

計
二
十
三
点
。
史
部
は
正
史
類
が
十
九
点
、
編
年
類
が
七
点
、
古
史
類
が
四
点
、

伝
記
類
が
五
点
、
地
理
類
が
一
点
、
政
書
類
が
二
点
、
史
評
類
が
一
点
の
、
計

三
十
九
点
。
子
類
は
儒
家
類
が
十
一
点
、
兵
家
類
が
二
点
、
雑
家
類
が
五
点
、
類

書
類
が
八
点
、
小
説
家
類
が
二
点
、
駅
家
類
と
道
家
類
が
各
一
点
の
、
計
三
十
点
。

集
部
は
楚
辞
類
が
一
点
、
別
集
類
が
十
三
点
、
総
集
類
が
二
十
一
点
、
尺
牒
類
が

一
点
の
、
計
三
十
六
点
。
叢
書
部
は
一
点
。
総
計
百
二
十
九
点
で
あ
る
。
そ
の
散

文
に
「
な
か
ん
づ
く
注
目
さ
れ
る
の
は
、
南
宋
の
末
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
出
版

さ
れ
た
南
藍
本
唐
書
で
あ
り
、
つ
ぎ
は
十
五
、
六
世
紀
の
問
の
朝
鮮
古
版
本
並
び

に
銅
活
字
印
本
な
ど
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
目
録
に
は
稀
親
書
と
目
さ
れ

る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

㈲
　
『
大
垣
市
立
図
書
館
漢
籍
目
録
』
の
披
文
に
は
「
藩
贅
は
こ
れ
を
敬
教
堂
と
称

し
た
。
大
垣
藩
十
万
石
の
設
立
し
た
学
校
で
あ
る
。
こ
の
敬
義
堂
の
蔵
書
に
関
す

る
旧
い
蔵
書
目
録
の
た
ぐ
い
は
、
今
そ
の
所
在
を
詳
に
せ
ず
、
従
っ
て
蔵
書
・
冊

数
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
る
べ
く
も
な
い
o
但
そ
の
蔵
書
印
と
し
て
は
、
縦
六
糎

横
四
.
五
糎
の
敬
教
堂
蔵
書
と
い
う
朱
印
を
捺
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
現
在

の
筆
答
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
捺
印
の
存
す
る
も
の
は
、
こ
の
書
一
部
に
限

ら
れ
他
に
は
な
い
。
お
よ
そ
意
想
外
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
憶
測
す
る
と
こ

ろ
、
藩
贅
本
が
、
蔵
替
え
に
よ
っ
て
大
垣
本
蒐
団
に
加
わ
る
過
程
に
お
い
て
、
散

逸
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
大
垣
文
庫
本
の
成
り
立

ち
を
考
察
す
る
上
で
、
重
視
す
べ
き
一
事
実
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

㈲
　
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
は
県
行
政
文
書
の
み
な
ら
ず
、
高
山
陣
屋
文
書
な
ど
の
県

内
の
貴
重
な
文
書
類
を
所
管
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
な
ど
充
実
し
た
研

究
環
境
の
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
検
索
画
面
で
「
旧
藩
引
送
書
類
」
と
入

力
し
て
も
反
応
は
な
い
。
そ
れ
は
上
話
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
　
内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
』
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
明
治
四
年
刊
。

㈲
　
『
大
垣
藩
校
百
五
十
年
史
』
(
大
垣
藩
校
百
五
十
年
史
作
成
委
員
会
、
平
成
二
年

刊
)
　
二
十
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

㈲
　
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
旧
藩
学
校
所
蔵
ノ
書
籍
売
却
ノ
件
同
指
令
」
、
行

政

文

書

㍗

芋

窪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

㈲
　
広
瀬
順
轄
「
大
名
家
・
藩
校
の
典
籍
と
記
録
　
三
-
明
治
維
新
と
藩
校
の
蔵
書
　
1
3

-
」
(
『
日
本
古
書
通
信
』
第
九
〇
九
号
、
平
成
十
七
年
四
月
)
に
よ
る
と
、
岐
阜
-

県
の
「
旧
藩
学
校
所
蔵
ノ
書
籍
売
却
ノ
件
同
指
令
」
と
同
様
の
趣
旨
が
書
か
れ
た

文
書
が
、
明
治
八
年
九
月
七
日
付
の
敦
賀
県
の
文
書
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
藩

校
旧
蔵
書
の
扱
い
に
つ
い
て
、
岐
阜
県
と
敦
賀
県
で
同
様
の
事
情
が
生
じ
て
い
た

こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。

㈲
　
鈴
木
俊
幸
氏
は
、
旧
筑
摩
県
下
の
高
島
藩
が
、
明
治
二
年
に
国
学
校
を
設
立
す

る
際
に
、
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
甲
府
の
本
屋
、
藤
屋
伝
右
衛
門
を
通
じ
て
書

籍
を
集
め
さ
せ
た
可
能
性
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
俊
幸
『
書
籍
流
通
史
料
論
』
、

平
成
二
十
四
年
、
勉
誠
出
版
刊
、
八
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
付
記
)
本
発
表
に
際
し
て
資
料
の
閲
覧
並
び
に
撮
影
、
本
稿
へ
の
資
料
の
引
用
・
掲
載
を

許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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所
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八
一
七
三

青
森
県
弘
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